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 １月２３日（火）に第８回読書会が総合学習センターで行われま

した。「児童・生徒の実態と算数・数学科における深い学び」というテ

ーマのもと、愛知教育大学教授の山田篤史先生をお迎えし，講演してい

ただきました。 

「深い学び」を導くためにどういうことが必要なのか、算数・数

学での児童・生徒の実態をどう捉えて指導改善をしていくのか、教

科書の内容を使って具体的に話をしていただきました。インフルエ

ンザが流行する中でしたが、今回も多くの先生方に参加していただ

き、意識の高さを感じられました。 

 

 

 

 

 
 
 

  

読書会の詳しい内容につきましては、算数・数学ホームページ 

http://cms.oklab.ed.jp/sugaku/index.cfm/1,673,c,html/673/20180129-172034.pdfをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年１組中村早映先生の「割合」の授業は、2つの量の割合の 

差から、もとにする量の何倍にあたるかを考えるものでした。割 

合の問題は、もとにする量、比べる量がどれになるか判断するの 

は難しいので、「ＡはＢの何倍か」という子供にとって親しみや 

すい表現にして解かせていました。集団解決の場面では、線分図 

や関係図を使うことにより、何を求めるのか明確になり、自分の 

考えた解き方を意欲的に発表し、比較検討する中で子供は考えを 

深めていました。 

 連尺小学校は、５年間の研究の蓄積があり、「場面を把握する」「課題を設定する」「見通しをもつ」「自力

解決をする」「集団解決をする」「振り返りをする」という４５分間の授業の流れが子供の中に定着していま

す。そのため、それぞれの段階で子供は何をすればよいか理解し、自分の考えや解き方を積極的に発表して

いました。どの教室の子供も、自分の考えと友達の考えの違いや共通点を話し合う中で、問題の核心部分に

迫っていくことができていました。授業の中でお互いの考えを認め合う姿が見られ、自分たちで授業を進め

ようと考えを高めていこうとする姿が素晴らしかったです。自分の授業も活発に意見交換できるようにしな

いといけないと思わせていただいた授業でした。              （文責 美合小 宗宮吉政） 

【読書会参加者の感想】  

 今回の講演は、算数・数学科における「深い学び」にはどのようなことが必要とされるのかを知るよい機会

となりました。普段、教科書を使って授業を行っていますが、子どもたちが深い学びができるためには、指導

の力点はどこなのか、どのような指導が有効なのかを考えることが重要であると思いました。また、「教科書を

教える」のではなく、「教科書で教える」ことの大切さも改めて感じることができました。今後の授業では、今

回学んだことを実践できるような指導をしていきたいと思いました。     （文責 形埜小 小西亜依奈） 

 

 
 

平成30年2月27日（火）18時より総合学習センターにて，本年度最後の第9回読書会を 

「新任の先生方の１年間を振り返って」というテーマで行います。多く先生方のご参加とご協 

力で実り多き会としていきたいと思います。よろしくお願い致します。 

http://cms.oklab.ed.jp/sugaku/index.cfm/1,673,c,html/673/20180129-172034.pdf
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1516848583/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdC9pbGx1c3QxNzQucG5n/RS=^ADBjSnRJTGc10d8hPmBOeEBRhJE2sc-;_ylt=A2RCAwRH9Gda2UAAgAKU3uV7


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

「ぼくのふるさと「岡崎」をあん内しよう（小学校３年生）」実践 アイデア集第２８集Ｐ．10 
アイデア集の第２８集には、「岡崎の心の醸成」を育む教材の部が掲載されている。この題材は、時刻と時間

の違いについて理解した上で、演習問題として活用できるものである。したがって時刻と時間の単元末に実施し

た。また、小学校３年生の子たちは、社会科の学習で岡崎市のことについても学習したため、関連して学習でき

る教材である。使い方としては、Ｐ．１１がワークシートになっているので、そのページをコピーし、子どもた

ちに配付して学習が進められるので、手軽に活用できる。 

実践の実際 

①「ぼくのふるさと岡崎をあん内しよう」のプリントを見 

ながら、教師が問題の場面設定を伝える。 

・プリントを配付する前に、「岡崎市のどこをあん内し 

ますか？」と子どもたちにたずねてみるのもよい。 

②プリントの問題を解く。 

・問題①については、１つ１つ時刻の読み方をクラスで 

確認しながら進めた。岡崎城を出た時刻の９時５０分 

を１０時５０分と読み間違えた子もいたので、長針と 

短針の位置と時刻の読み方について確認する場を設け 

た。 

・問題②の東岡崎を出てかえってくるまでの時間につい 

ては、答えだけでなくどのように考えたかも説明する 

ように告げた。すると子どもたちは、８時からまず１２時までの４時間と１２時から３時４５分までの３時

間４５分をたすと７時間４５分になることを時計を使って説明したり、数直線をかいて説明したりすること

ができた。既習内容ではあったが、友達の説明を聞くことで学習の理解を深めることができた。 

・問題③は、３つの時刻を読み、順番に並べかえる学習であるので、スムーズに進めることができた。 

実践を終えて 

子どもたちの感想からは、「時間の考え方が説明を聞いてよくわかった」「時刻の読み方も復習ができてよかっ

た」「社会科で勉強した場所が、どのくらいの時間で行けるのかが分かった」など時刻と時間の学習に加え、自

分たちの住む岡崎市のことについても興味や関心を高めることができた授業となった。 

                                   （文責 大門小 林 俊樹） 
 

「図形の調べ方（中学校２年）」実践 アイデア集第２６集Ｐ．42 

多角形の内角の和では、三角形を多角形の中に作って求める 

方法が多いです。教科書のも「三角形に分けて、内角の和を調 

べましょう」となっている。しかし、他の方法でも求めること 

ができ、「他の方法で求めた方がいい」という生徒が出てくる 

かもしれないと思った。そこで、３つの方法で内角の和を求め 

る実践を行った。 

 最初にすでに学習している三角形や四角形の内角の和を確認 

し、五角形の内角を求めた。すでに知っている生徒もいたが、 

答えられない生徒もいた。そこで、３つの方法が書かれたワー 

クシートを用意し、すべての方法を試すように指示した。アイ 

デア集の第２６集に掲載されている「n角形の内角の和をいろ 

いろな方法で求めよう」を読み、三角形の数に視点を向けさせ 

ることが重要であると思ったので、３パターンの方法で行った。 

逆に難しくなってしまうのではないかと思うものもあるが、生 

徒は自分に合ったやりやすい方法を探していた。 

 最後にどの方法でもよいので内角の和を求めてみようと確認 

テストを行った。すると、  360180 n という方法で解く 

生徒がとても多かった。生徒の口から「こっちの方が解きやす 

い」という声も聞こえ、自分に合った解法を見つけられたのだと感じた。三角形の作り方を工夫し、いろいろな

方法で解くことで、考える力が育ったと思う。                （文責 東海中 前原 章由） 

 

 

 

 

 

３パターンの求め方 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の考え（パターン２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


